感染対策管理委員会議事録

日時　：　2007年　11月8（木）　15：30　～　16：20
場所　：　青南病院　病院4階ユーティリティーホール
司会　：　佐藤　志穂　　　　　記録者：　馬渕 豊子
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1.　インフルエンザ予防接種について

インフルエンザ予防接種実施日が間近になり（11月12日(月)・13日（火）・14日（水））、担当スタッフの動き，各病棟での接種時の物品準備と配置，患者様の誘導体制等を当日の状況を掌握しながら具体的に話し合った。

＜注意点＞

・ワクチン接種時は病棟スタッフ，感染対策管理委員の3人のスタッフで進める。

・当日の会場セッティング，カルテ準備，患者様誘導は、各病棟スタッフに依頼する。

・必要物品に関して委員長が揃える。病棟への持ち運びには注意を払い、事故防止の為に手には持たず台車を利用する。

・予診票は白色用紙（一般用）、水色用紙（八戸市高齢者用）を区別して、処理する。

・後処理のワクチンの種類を確実に把握し、カルテ，処方箋，問診票に記載をする。

2.　疥癬発症から衰退までの経過を以下アンケートにならって、具体的な振り返りを行った。

問1）疥癬発症の原因は何だったと思いますか？

・　発症者を早めに確認することが出来なかった。

・　疥癬患者様の情報共有がなされていなかった。

・　持ち込みと部屋の汚染

・　入院時の身体チェックの甘さ

・　病棟内の清掃の甘さ

・　転棟患者様の感染危機管理不足

問2）今回の病棟内蔓延の原因は何だったと思いますか？

· 疥癬の症状発見の遅れと診断の遅れ

· 感染の知識不足と対策の甘さ

· 接触感染・棟内の不衛生・患者様の衣類と身体の不衛生

· 皮膚科処置時手袋のラポテック消毒(洗面器使用)

· 入浴回数の減少

問3）今回行った対策をあげてください。

· 六一〇ハップ入浴，六一〇ハップ清掃

· オイラックス軟膏塗布，キンチョ-ﾙ散布

· 予防衣着用，熱湯消毒

· シーツ交換・寝具・マットレス干し・衣類交換

· 現状の診断に疑問を持ち他科受診を行うよう働きかけたこと

問4）個人的に自分自身に対して行った対策はありましたか？

· 予防衣着用・手袋使用・（1処理に1手袋）密な手指消毒

· 六十〇ハップ浴・オイラックス塗布

· 制服の熱湯消毒

問5）疥癬対策を実施して、ケアを行う上で困った事はありましたか？

· リネンが足りない・手袋・予防衣の不足(コストが気になってしまった。)

· 感染者と避感染者の部屋が分かれていなかった事・ケア方法の違い

· 掃除など細かい部分の徹底

· 毎日入浴による家族への負担・毎日入浴や清拭にあたるスタッフ不足

· 隔絶

問6）対策を実施する上で感染対策委員への要望はありますか？

· エビデンスに基づいた対策を行ってほしい。

· キンチョ-ﾙ散布の回数・頻度などの具体数

↓

当法人に見合った、詳細なマニュアルの整備

具体的な対策方法の指示

皮膚科処置時の手袋の使用頻度（回数）の見直し
· 早期の的確な診断がつけられるように働きかけていただきたい。

· 必要物品の最初の準備

　　　　↓

　　　必要物品の準備（庶務チームへの働きかけ）
問7）その他、感染対策に関する意見や要望がありましたらお書きください。

· 早期発見の重要性

· 何かあってからの対策ではなく、普段のケアから感染を意識した・行動・手技が必要

· 介護スタッフの意識不足（清潔・不潔の意識不足）

　　　　↓

　　　疥癬（感染対策）に関する勉強会が必要。

業者による清掃方法の指導も必要である。
